


　本年度、愛知県、名古屋市ては PKU の新しい患者は発見されていない。従来

から治療を続けている患者についてはコントロールは良好てあり、身体、精神

発達も順調てある。

　Phe の Challenge test を全例に施行した。その結果従来から高 Phe 血症と

考えられていた 1例が治療の必要のなし、ことを確認出来、他はすぺて治療を

引続き行わなければたらないことを示す結果を得た。ただしこの Phe challenge

test は 1 才までにすませておくのが望ましい。それは年長児にこのテストを

行ったところ、従来たべたことのない自然蛋白を口にし、その味を覚え、テス

ト終了後、再度合成ミルク、アミノ酸純末などを含んだ食品にもどすのに抵抗

して困ったからてある。PKU の患児は通常本当の自然食はたべておらず、離乳

食の頃から特殊合成食品に順れているので、この食習慣を乱すようなテストは

味覚が確立する以前が望ましいわけである。


